
第四節保存の動向

契機 市民憲章に、 「山も水も美しい飛車il?:S山」とある言葉に

は、日山市民の愛着と誇りが満ちている。怯民 ・市民の手で、住環

境やUIJ，fiを美しく保とうという運動は、この震活と誇りに支えられ
ている。こうした運動のこれまでの経過を間単に触れておこう。

宮川は、現在鯉や鱒が泳ぐ治流で、高山を訪れる人々の目を引

く。今でこそ高山にふさわしい美しい)11と評悩されるが、こうなる

までには川を美しくする鍔jJのfi'lffiねがあった。上水道が普及し、

人口が的えると、宮川は汚水が流れ込むだけの川となっていった。

宮川が生活に結びついていた時には川のIi'Hilrも盛んであったが、川

と離れて生活できるようになると、消帰することも少くなった。昭

和30年代には川の汚染が目立ち始め、~((の't.iもlI'fえていった。

昭和38年、こども会は 「宮川に消流をとり民そう」と活動を開始

し、徳川 1回こども会をあげて宮川|のf占師を始めた。)11に流れ込む

純平土'i'l'に金網をはり、川にたまったゴミを取り除いたのである。

数箇月の後には宮川にm流が戻ってきた。
fJi流を取り戻した子世校生は、こんと・は11.(を呼び戻そう と、おこず

かし、をIHL合って1(1を買い、放流しようということになった。昭和

初年4丹、鰹と鱒の政流が子供述の手で行なわれた。

昭和40年は岐阜国体が開催された年である。県は 「回Tをきれいに

~Eを値えよう 」 という 「花いっぱい」 運動を推進していた。 高山の

子供述の活動は、国体準備をする市民運動を呼び起し、そして国体

の後も、環境を艮くしてゆく運動と して引継がれ、昭和41年には市

民滋訟の制定に至る。

"品;)11にiJi流を」という子供述の活動は、その後昭和44年 「宮川

を美しくする会」の結成により市民運動として引継がれ、現在なお

統いている。宮川に注ぐ江名子川についても同隙の述動があり、昭

和45年に 「江名子川|を美しくする会」が生まれて活動している。子

供述 ・市民の手によって宮川 ・江名子川は美しさを取り戻し、 保た

れている。

住民の動き 川を美しくするt舌動と相前後して、町並保存の気速

が生まれていた。 窓比~í台組町並保存会は早 くから活動してきた保

存会である。H円和25年に、恵比須台車l町並を舞台にして行なわれた

映画ロ ケは、住民が自分速の住むIlIrの美しさを発見する契機になっ

た。恵比叡台組の人々の町並保存の底流はこのときに遡るとさえい

われる。H自和30年代後半に観光客が目立ち始め、ちょうどこのl時j闘

が宮川や町を美 しく しようという巡励が盛上ったI~であ り 、 これら

の動向を受けて、昭和40年頃に町並保存を:ki向する保存会の活が持

上った。そして翌年には上三之町町並保(f会結成の運びになった。

18 

1-34 /.'J，IIIの下供

1-35笹川

1-36江名干JII

ホ l 現在ある上三之町町技f~~({:全とは興なる。 7L1比須

台詞lの人々 で結成され、活動が恕比1I'i台組に限られた

ため、 !Iß和46~F';:~ 1~ι比宮l台自1町lÉ保存会と改称 して

現在に至っている.昭和48年比結成された上三之町町

並保唱会は恵比須h軒lを除〈上三之町の人々によって
結成されたa



傘 2 r!.tt比in台組町並保存会規約J70)'¥ 

1-37-a 竜神台組町並(電祖撤去前)

1-:l7-b 竜神台組町:lt(電柱撤去後)

間膨
1“' 

1-38 町並と軒袈配線

この会は規約によれば、

この会は、会員が地域内において新簸 改築 ー改装する場合、前側だ

けでもできるだけ町並にふさわしく自主的に創意工夫することを申告わ

せ、 (以下略)

とあり、住民は独自の努力によってi町並景観を維持してきた。先祖

からの町は自分迭で守る。行政的に上からの鋭湘lで守ることには反

発する気慨もあった。 l昭和42年頃、佐藤家の改造にあたっては住

民間の話合いがもたれ、建物正聞を工夫して残すことになった。 こ

うして、規約に申合せたことは、実際の新築 ・改築に効果をあらわ

し、古い町並のイメージを保持することに成功し、美しい町並は高

山を訪れる人々の大きな魅力となっている。

上三之町IIIJ並保存会は、突状は恵比須台組に限られた活動であっ

たので、昭和46年には恵比須台組町並保存会と名称を改め現在に至

っている。屋台組は祭のときばかりでなく 、日常生活の中でも連帯

感があり、地戚共同体としての性格も強い。恵比須台組町並保有会

の規約にある申合せ事項は、屋台組としての連帯感や信頼の上に成

り立っている。

恵比須台組IIIT並保存会以外の 2つの保存会、すなわち上二之町 ・

上三之町の町並保存会も、その設立の主旨、めざす活lli1J!主恵比須台

組町並保存会と問機で、保存会が成立っている基敏もやはり屋台組

である。2つの保存会結成の契機は、高山市当局が条例を定めて町

並景観を積極的に保存する意向を切らかにした時期、昭和47年頃で

ある。行政側が援助などの施策を実施するとしても、町並を保存す

るのは住民が主体であるという考え方から保存会が結成された。

建物の増築 ・改築に際しての住民の独自の努力の他に、町並保存

会は、m柱の撤去や平のjι入規制も実践してきた。 恵比須台組で
は、IIIT並保存会を結成した翌年のl昭和42年から43年にかけて電柱を

撤去し、軒裂配線とした。恵比須台組を除く上三之町でも、ここ 2

・3年股上っている町並保存の気速に伴って、住民は電柱撤去を要

望していた。保存会結成を機会に関係者ーに強く働きかけ、昭和49年

に電柱撤去を実施し、軒1J~~è線としたo 'iU柱の撤去は 、 :fJ)めliI柱と

m線が、祭のとき屋台を曳行するのに邪魔になるので考えられたこ
とであった。町並保存の気運と併行して、官Z柱が町立bic観を!fiって

いると考えられたのである。現代の生活にm気は欠かすことができ
ない。111担を撤去して、各戸へどのように沼気の供給を確保するか

も難しい|問題である。恵比須台組 ・竜神台組では、軒裂に目立たな

いようにうまく配線されている(1-37・38)。

車も町並景観から言えばふさわしいものではなし、。しかも道幅が

概して狭いので危険でもある。観光シーズンになればマイカーが町

にあふれる。一方、商売を営んでいる家にとっては営業用の専は欠
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かせなし、。

恵比賓I台組では、を~~長用以外の車を締め出す自主規制を行ってい

る。町並に入る道路上に、 「古い町並であるので事の進入を遠慮L

てJ'tいたい」旨の立札があり、とれによってほぼ車を締め出すこと

に成功している。

市の対応 ここで、住民 ・市民の活動を市当局がどう受けとめて

施策を笑行したかに触れておく。町並保存の気速が盛上る以前、高

山の屋台が重要民俗資料に指定されたのを契機に、高山市は観光訴

を通じて、昭和36年から屋台保存会を緩Jl}Jし、昭和38年からは文化

財としての考え方から教育委員会が援助を行い現在に至っている。

屋台保存への援助であり、町並保存とは直接結びつかないが、文化

財や町並を大事にしていきたいという紫地をつくり出していた。昭

和46年の恵比須台組の松浦家の建て替えに際しては、伝統的機式を

採用することを話し合い、 ①出格子をつける ②アル ミサッシを

使用しない ③柱等は古色とする @軒先はせき板をつける、こと

とL、これらを条例として助成金を出すことにした。建築の地築 ・

改築 ・新築に対して、町並に測和するよう高山市が突行した最初の

試みである。また、昭和48年には林家等の建替えに当り、市長みず

から秘極的に所有者に協力を求めて町並保存に効果をあげている。

観光資源保護財聞は財団結成の手初めの事業として、昭和44年か

ら3箇年間上三之町町並保存会に援助金を出し、 ffilJ商から町並保存

を推進した。この事楽を継続するというな味で、高山市観光課は昭

和47・48年に恵比須台組町並保存会に補助金を出し、市としても町

並保存を推進することに荘、欲を示していた。恋比重1台組町並保存会

を中心とした住民の努力や市の施策がある一方、昔ながらり努間気

を保ってきた町並の中に、近年、改築 ・新築が増加し、その中には

町並景観を損う例がある。また電々公社ピノレのように巨大な建築物

が建設されたりしている。個別の配慮や工夫だけで町並来観を保つ

には限界があり、市当局のさらに積極的な施策が望まれていた。

住民の~カや要望、高山の急激な変化の徴候に対応して、高山市

は昭和47年「環境保全基本条例」を定め、これを受けて「市街地景観

保存条例」を定めて、町並保存に積極的に取組むことを決めた。これ

らの11:1位は、町並保存を都市計図柄想の中で推進しようとするもの

である。すなわち、古い町並は、宮川 ・江名子川や背景となってい

る丘陵など自然、と一体となって、市民生活に良好なJJ;1J:ilをつくりLU

している。高山市民の環境整備 ・保全の一環として町並保存を進め

てゆく、というものである。高山市は、大きく言えば束の市街地を

保存区域、西の市街地を商業区桜と構想する。 とのt'li:l!lは、両市街

地方:形成された肢!と的経過からみて納得のできるものである。とう

した他恕の下で、条例を突行してゆく体制lを強化するために、 rJJ;1 
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)-39 話集用車の進入

事 3 資料 (68-70頁)

血車両、. 盛覇事時覇周闘
)-40 町並と背景り鉱山



1-41 白主的な交通規制

年 | 保存の動向

山 I ~Úl祭の屋台、臨民問料の指定をうけ

536 1高山市、監台保存会に援助金

538 1 r宮川に泊流を」干供会。活動始まる
538 I ，rくらしの安帖」に r，uのむこうの町」と
|して高山紹介

538頃|観光客が目立ち蛤める

539 1こども会の手で、宮川に鰻を欽流

540 1岐阜国体開催

540. I 国密に向笠て、県下~"qgい っi王い」 迎勲
lを展開、高山では rUI)をきれいに、花を植
えよう」市民連動展IJfl

541 1市民憲章制定

541 1上三之町町並保存会結成

542・431恵比須台組電柱を撤去し軒衷配線とする

544 「宮川を美しくする会」結成

544 観箇年光資、源上三保護之財町団町並4保4年存会4に5年緩助.4金6年の3

545 「宮川の鰻を守る会」結成

545 「江名干川を美しくする会」結成

546 上会三と之改町問、町並保存会、恵比須台高I町並保存

546 I恐叶I比が須助成台組内での伝統様式による新築ι、
金を出す

547 高条山例市を環制定境保全基本条例、市街地景観保存

548 I占結二成之町、上三之111)にそれぞれ町並保存会
548 竜神台組、電柱を撤去し!軒現配線とする

1-42保存関係年表

続課」を新設した。

市街地景観保存条例にもとづいて、町並保存にふさわしい地区を

保存区域に指定する。保存区域は、今のところ、東の市街地のうち

次の地区が考えられている。

1 上一之町、上二之町、上三之町

2. m~文化財日下部家 ・ 古島家を含む江名子川流域

3. 東山山i1i!の寺院を含む東山地区

の三地区で、このうち昭和49年初めに、 lと3の2地区が指定され、

2の地区はやや遅れて指定されるようである。

指定を受けた地区に対しての施策は次のような事業が考えられて

いる。

① 保存区域で結成された町並保存会へ援助金を出す。一一これは

観光諜が行っていた町並保存会への援助を受け継いだものである。

②建物の改築 .JIj築 ・新築に際しては、デザイ ン上の規制IJ(巻末

条例参照)を設ける。 一一この規制lに則って施工する場合、 規制

を受けずに施工する場合の工事'/!(よりも高額になることが考えられ

る。そこで規制に従うことを条件として補助金を出す。補助金の施

策は、すでに他の都市に前例があり、これによって考えられた。

③防火と消婦についての施策を実行する。一一防火については具

体的施策を検討し、実施する。消姉については、さしあたってゴミ

箱の設置や定期的清掃を突施する。

これらの施策が効柴をあげながらi運用されるには、住民と市当局

それに加えて専門家の三者の協力が必要である。

なお、条例施行後の初年度にあたる昭和49年度には、総額326万

9，0∞ 円の予算で保存区成の整備をすすめている。その内訳を上に

述べた事業別にみると以下の通りである。

① 町並保存会への補助金は、第 1種保再区肢では 1戸あたり 1.000

円で17万6，∞0円、 第 2観保存区域では 1戸あたり5，∞0門で72万円

の予算である。町並保存会に属する戸数に応じて補助する。

②建物の改築 'JIj築 ・新築に伴う凱失補償金には 100万円を準備

する。該当件数が増えて当初予算では不足する場合には、別途損失

補償金を準的する予定である。

③ 防火IJfl係では、地核住民の早WJII'j火体協1)を充実するために30万

8，∞0門の予算で粉末消火器を備える。 また防火水槽の管理を徹底

するため、 1，怜ìi~整備に20万円をm~.する。 m婦関係では、 環!il美化

のためにrs~~ぷ ' P.I.いがら入れ ・ ごみ入れを購入し、 地峡内に配位す

る。標識に 22万5，∞D円、吸いがら入れに 40万円、ごみ入れに24万

円をそれぞれ~ I上する。
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